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道草
▼
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
」
と
い
う
言
葉
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
に
浸
透
し
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
労
働

組
合
が
発
行
す
る
機
関
紙
な

ど
で
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
」
と
い
う
言
葉
が
時
々
出

て
き
ま
す
。▼
こ
の「
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
」っ
て
言
葉
、

日
本
語
に
訳
し
に
く
い
英
語

で
す
が
、
一
般
的
に
は
「
働

き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い

仕
事
」と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化

や
世
界
的
な
経
済
危
機
の
あ

お
り
を
受
け
加
速
化
す
る
雇

用
危
機
や
所
得
格
差
の
拡

大
、
過
酷
な
労
働
環
境
を
強

い
ら
れ
る
人
々
の
増
加
に
歯

止
め
を
か
け
る
べ
く
、
世
界

で
取
り
組
む
た
め
に
作
ら
れ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。
▼

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実

現
に
は
、
長
時
間
労
働
を
な

く
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
▼
働

き
方
の
問
題
や
取
り
組
み
の

原
点
は
、
私
た
ち
の
身
近
に

あ
る
「
働
く
事
と
生
活
す
る

事
」
と
密
接
な
関
わ
り
合
い

を
持
っ
て
い
ま
す
。
▼
先
ず

は
今
の
職
場
を
見
つ
め
て
み

ま
し
ょ
う
。「
職
場
に
と
っ

て
、
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
方
法
を
考
え
る
」、
こ

れ
も
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

へ
の
取
り
組
み
の
第
１
歩
で

す
。（
Ｋ
，
Ｏ
）

の
民
間
よ
り
少
し
高

い
が
国
の
勧
告
を
参

考
に
す
る
。
地
域
手

当
の
県
内
一
律
支
給

は
維
持
し
て
い
き
た

い
。
定
年
延
長
に
関

し
て
は
国
に
遅
れ
な

い
よ
う
に
準
備
し
て

い
く
」
な
ど
、
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
公
務
員
の
初
任
給

賃
金
も
低
く
、
労
働
者
の
生

活
が
改
善
で
き
る
勧
告
を
」

と
要
請
。

　
事
務
局
は
、「
人
事
院
勧

告
に
追
随
で
は
な
く
、
県
内

の
官
民
比
較
の
結
果
を
踏
ま

え
て
い
く
。
初
任
給
は
県
内

　
９
月
９
日
、
愛
知
県
人
事

委
員
会
事
務
局
に
対
し
、
愛

労
連
、
愛
知
公
務
共
闘
、
自

治
労
連
の
三
者
連
名
の
要
請

書
を
提
出
し
、
大
幅
賃
上
げ

の
勧
告
を
行
う
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
愛
労
連
知
崎
議
長

が
、「
ベ
テ
ラ
ン
世
代
の
賃

金
が
伸
び
て
い
な
い
中
で
、

生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
非
正
規
職
員
の

真剣に学習に取り組む職場役員のみなさん＝豊橋市役所

一人ひとりの要求と声を集め、実現へ
～秋の総対話・総学習～豊橋市職労のとりくみから

講
師
用
の
台
本

参加者用と共通部分

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
で

　

全
体
の
声
を
わ
か
り
や
す
く

こ

れ

が

豊

橋

特

製

‼

講

師

用

レ

ジ

ュ

メ

だ

‼

　豊橋市職労は９月１２日、「秋の総学
習・総対話運動」（職場集会）をスター
トさせました。前日には、講師となる
各支部・各分会の役員を対象に「総学
習講師養成学習会」を開催し、７７名
が参加しました。

県人事委員会へ要請　右・知崎議長

生
計
費
に
も
と
づ
い
た

　
　
　
　
賃
上
げ
勧
告
を

愛
知
県
人
事
委
員
会
へ
要
請

が
最
低
賃
金
よ
り
低
く
て
よ

い
の
か
」「
国
の
住
居
手
当

見
直
し
は
地
方
や
若
い
人
の

手
当
を
引
き
下
げ
、
東
京
中

心
に
引
き
上
げ
る
も
の
で

問
題
が
あ
る
」「
消
費
税
が

上
が
ろ
う
と
し
て
お
り
生
活

は
厳
し
く
な
る
一
方
。
生
計

費
に
基
づ
い
た
大
幅
賃
上
げ

の
勧
告
を
す
る
べ
き
」「
非

正
規
職
員
の
労
働
条
件
改
善

は
人
員
確
保
の
た
め
に
も

重
要
」「
時
間
外
労
働
の
実

態
調
査
を
行
い
、
人
員
増
が

必
要
と
明
記
す
べ
き
」
な
ど

の
意
見
と
要
望
を
出
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
対
し
事
務
局
は

「
要
望
は
人
事
委
員
会
に
伝

え
る
。
勧
告
は
例
年
と
同
じ

よ
う
に
、
10
月
上
旬
に
な
る

予
定
」
と
し
ま
し
た
。

　
豊
橋
市
職
労
は
、
秋
の
総

対
話
運
動
を
①
賃
金
確
定
交

渉
や
人
員
交
渉
に
向
け
、
情

勢
と
要
求
の
ポ
イ
ン
ト
を
理

解
し
、
団
結
を
固
め
あ
う
、

②
職
場
で
起
き
て
い
る
問
題

を
浮
き
ぼ
り
に
し
改
善
を
求

め
る
、
こ
の
２
つ
を
目
標
に

か
か
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
各
職
場
で
行
わ
れ
る
総
対

話
・
総
学
習
の
講
師
は
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
の
役
員
で
す
。

そ
の
講
師
が
と
り
く
み
や
す

い
よ
う
に
、「
総
学
習
講
師

養
成
学
習
会
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
講
師
が
使
う
レ
ジ
ュ

メ
に
は
、
全
員
に
配
布
さ
れ

る
も
の
と
は
違
い
、
項
目
ご

と
の
ポ
イ
ン
ト
や
解
説
、
今

後
の
と
り
く
み
な
ど
が
わ
か

り
や
す
く
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員

が
意
見
を
出
し
や
す
く
、
声

が
反
映
で
き
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　
中
村
書
記
長
は
「
職
場
で

の
議
論
を
徹
底
し
て
も
ら

い
、
必
ず
報
告
書
を
書
い
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
報
告
書

か
ら
そ
の
職
場
が
抱
え
る
問

題
、
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員

が
日
常
的
に
感
じ
て
い
る
困

難
が
浮
き
彫
り
に
で
き
ま
す

か
ら
」
と
話
し
、「
問
題
が

あ
れ
ば
、
本
部
役
員
な
ど
が

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
ま
た

職
場
で
の
交
渉
が
難
し
い
よ

う
な
ら
ば
、
所
属
長
な
ど
に

組
合
員
と
一
緒
に
か
け
合
っ

て
い
き
ま
す
」
と
、
き
め
細

や
か
な
と
り
く
み
の
大
切
さ

を
語
っ
て
い
ま
す
。

福祉予算削るな‼
福祉を金儲けにするな‼

愛知県民集会

厳
し
さ
増
す

　
　

生
活
実
態
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クイズ

　
左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

を
解
き
、
二
重
マ
ス
の
文

字
を
並
び
か
え
て
、
あ
る

言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
。
解
答
及
び
名
前
・
組

合
・
職
場
名
を
ハ
ガ
キ
に

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
10
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド（
５
０
０
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
―
０
８
４
５　

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁

目
７
―
８　
自
治
労
連
愛

知
県
本
部
教
宣
部
。

　
締
め
切
り
は
10
月
31
日

で
す
。

　
ハ
ガ
キ
に
近
況
や
職
場

の
話
題
、「
あ
い
ち
の
仲

間
」
の
感
想
や
載
せ
て
ほ

し
い
話
な
ど
、
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】①虚礼――　③過密の
対　⑤分不相応の大きな望みを持つ人　
⑦やや黒みを帯びた茶色　⑨３割３分
３――　⑩――舟、――雲、――沈み　
⑫立ちのくこと。――命令　⑭帰り道　
⑮墓参りして先祖の――をした

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
荒
廃
し
た
家　
②
カ
メ
ラ　
③
関
西
空

港
の
略　
④
四
面
―
―　
⑥
「
―
―
ま
で

ご
同
行
願
い
ま
す
」
と
警
察
官
に
言
わ
れ

た　
⑧
湖
面
に
静
か
に
―
―
を
垂
れ
る　

⑪
手
先
が
―
―
だ　
⑫
鯉
の
―
―
登
り　

⑬
―
―
得
ず
く
で
人
と
付
き
合
う

●
碧
南
市
職
員
組
合

委  

員  

長　
畠
山　
和
也 

副
委
員
長　
杉
浦　
宏
和

同　
　
　
　
横
森　
雅
幸

書  

記  

長　
禰
冝
田　
優

書
記
次
長　
鳥
居　
利
成

●
犬
山
市
職
員
労
働
組
合

委  

員  

長　
山
田　
耕
平

副
委
員
長　
小
木
曽
裕
二

同　
　
　
　
鈴
木　
和
也

同　
　
　
　
田
原　
尚
舞

書  

記  

長　
吉
野　
敦
也

書
記
次
長　
山
田　
春
樹

学習会の様子＝県本部

子
ど
も
の
主
体
性
を
育
て
る

　
　
　

十
分
な
職
員
の
配
置
を

自 治 労 連 共 済 県 支 部 共 済 学 校 　

共済加入者を増やすことが
　　　　組織強化の力になる

　
記
念
講
演
の
テ
ー
マ
は

「
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
て

る
保
育
実
践
」。
講
師
に
は
、

士
が
そ
の
子
の
テ
ン
ポ

に
合
わ
せ
て
援
助
が
で

き
る
「
育
児
担
当
制
」

新
規
採
用
で
き
る
賃
金
保
障
を

　
望
月
副
委
員
長
は
、
給
与

決
定
の
原
則
な
ど
賃
金
の
基

本
か
ら
給
料
表
の
説
明
、
そ

し
て
現
業
職
場
に
お
け
る
給

与
の
問
題
点
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。
春
日
井
の
現
業
職

員
（
清
掃
、
調
理
員
、
用
務

員
な
ど
、
行
（
二
）
適
用

者
）
は
２
０
０
人
弱
、
全
職

員
の
約
７
％
で
す
。
昇
格
に

つ
い
て
は
５
級
ま
で
し
か
な

く
、
行
（
一
）
の
職
員
と
比

較
す
る
と
、
標
準
到
達
賃
金

で
１
万
円
以
上
の
差
が
で
て

し
ま
い
ま
す
。
組
合
員
か
ら

も
「
こ
の
給
料
で
は
新
卒
の

　
９
月
13
日
、
春
日
井
市
職

労
は
、
現
業
職
場
の
新
旧
役

員
を
中
心
に
、「
賃
金
学
習

会
」
を
開
催
し
35
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

応
募
が
来
な
い
」「
合
格
し

て
も
辞
退
し
て
し
ま
う
」
と

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
役
員
は
、「
退

職
分
の
新
卒
採
用
は
な
く
、

再
任
用
も
多
く
体
力
的
に
も

き
つ
く
な
っ
て
い
る
。
収
集

コ
ー
ス
も
一
部
委
託
化
さ
れ

た
。
し
か
し
、
市
民
目
線
で

考
え
る
な
ら
、
直
営
堅
持
。

市
職
員
の
収
集
す
る
コ
ー
ス

は
苦
情
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

直
営
を
守
る
た
め
に
、
充
分

な
新
卒
採
用
と
生
計
費
に
見

合
っ
た
給
与
を
求
め
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

講義をする望月副委員長

　
県
本
部
保
育
所
部
会
は
、

９
月
14
日
、
２
０
１
９
年
度

総
会
＆
秋
の
学
習
会
を
開
催

し
、
12
単
組
・
県
本
部
か
ら

56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

保
育
所
部
会 

秋
の
学
習
会
・
総
会

名
古
屋
コ
ダ
ー
イ
セ
ン
タ
ー

の
和
田
壽
美
さ
ん
。
和
田
さ

ん
は
、
映
像
を
使
い
、
保
育

　
９
月
14
日
、
県
本
部
で
開

催
し
た
２
０
１
９
年
度
愛
知

県
支
部
共
済
学
校
に
は
、
11

支
所
（
単
組
）・県
支
部
（
県

本
部
）
と
共
済
本
部
を
含
め

29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
林
愛
知
県
支
部
長

か
ら
、
こ
の
１
年
で
生
命
基

本
の
加
入
者
が
増
え
た
こ
と

や
、
セ
ッ
ト
共
済
加
入
や
新

た
な
共
済
説
明
会
の
実
施
な

ど
の
助
成
に
つ
い
て
見
直
し

た
こ
と
を
報
告
し
、
自
治
労

連
共
済
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
す
す
め
よ
う
と
あ
い
さ

つ
。

　
清
水
一
成
共
済
副
理
事
長

は
講
演
で
、「
つ
な
が
る
・

支
え
る
」
の
共
済
拡
大
運
動

を
組
織
強
化
拡
大
と
一
体
の

取
り
組
み
と
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
強
調
。
ま
た
、
自

治
労
連
共
済
の
加
入
者
を
増

や
す
こ
と
が
組
織
強
化
の
力

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
組
合

員
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
声
か
け
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
共
済
加
入
と
継
続
の

声
か
け
が
組
合
運
動
に
と
っ

て
重
要
な
対
話
の
機
会
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
共

済
拡
大
活
動
の
重
要
性
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

　　　
午
後
か
ら
は
、
県
支
部
と

し
て
共
済
活
動
の
到
達
点
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

橋
口
事
務
局
長
が
提
案
し
、

初
級
基
礎
講
座
と
支
所
（
単

組
）
の
取
り
組
み
交
流
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
学
習
と
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
て
参
加
し
た
名
古

屋
市
職
労
環
境
局
支
部
の
坂

本
純
一
さ
ん
は
、「
今
夏
か

ら
組
合
役
員
と
し
て
活
動
す

る
中
で
、
組
合
員
と
話
す
機

会
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

話
す
内
容
の
ひ
と
つ
に
自
治

労
連
共
済
の
こ
と
も
出
て
き

ま
す
が
、
い
ま
ひ
と
つ
踏
み

込
ん
だ
話
が
で
き
な
い
現
状

で
し
た
。
今
回
の
共
済
学
校

に
参
加
し
、
共
済
の
存
在
意

義
と
そ
の
重
要
性
を
よ
り
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
共

済
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
理
解
を

深
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。」
と
感
想
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

清水一成副理事

総会の冒頭に童歌遊びをする参加者
＝労働会館（上）

講演をする
和田壽美さん

春
日
井
市
職
労
賃
金
学
習
会

や「
流
れ
る
日
課
」を
紹
介
。

子
ど
も
の
自
由
で
自
発
的
な

遊
び
を
十
分
に
保
障
す
る
た

め
に
は
、
遊
び
の
環
境
が
と

て
も
大
切
で
あ
る
と
強
調
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
す
ご
い
。

ビ
ッ
ク
リ
」「
や
っ
て
み
た

い
」「
も
っ
と
知
り
た
い
」

と
声
が
上
が
る
一
方
で
、「
実

践
す
る
に
は
職
員
が
足
り
な

い
し
、
子
ど
も
の
人
数
が
多

す
ぎ
る
」
と
い
う
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
１
年
間
の
総

括
と
方
針
を
確
認
。「
も
っ

と
い
い
保
育
を
す
る
た
め

に
、
自
分
た
ち
の
労
働
条
件

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
な
ど
、
10
単
組
か
ら
発

言
が
あ
り
、
決
意
を
固
め
合

い
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
当
選
者

　
第
１
２
０
６
号
の
ク
イ
ズ

の
解
答
は
「
ボ
ン
オ
ド
リ
」

で
し
た
。
抽
選
の
結
果
以
下

の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
送
り
ま
す
。

寺
嶋　
佳
奈
（
長
久
手
市
職
労
）

鈴
木
美
保
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

玉
木　
朋
美
（
幸
田
町
職
労
）

中
島　
典
子
（
自
治
体
一
般
）

小
原　
友
美
（
長
久
手
市
職
労
）

伊
藤　
若
菜
（
春
日
井
市
職
労
）

天
野　
　
栄
（
名
古
屋
市
職
労
）

平
野
ゆ
か
り
（
自
治
体
一
般
）

織
田　
歩
美
（
半
田
市
職
）

井
澤　
　
洋
（
豊
橋
市
職
労
）

単
組
定
期
大
会

役
員
紹
介

共
済
活
動
は
大
切


